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世界へのプレゼントになろう 
本日 第 623回例会 2016年 2月 9日（火曜日)第 615号 

 
＜本日のプログラム＞ Today’s Program 
 
点鐘 
 
＜ロータリーソング＞ 「それでこそロータリー」 
         

 

卓話：「これからのゴルフ界」 

         

講師：㈱本間ゴルフ 
 新設部プレーヤー企画部長 

 若林一仁様 

前回 第 622回例会 2016年 2月 2日（火曜日)記録 

  

＜ロータリーソング＞  「君が代」「奉仕の理想」    総合司会     

  

奥野悦弥親睦活動委員                

＜出席報告＞  

 

 

 員総数 20 名  

出 席 者 10 名 出席率 50.00 ％ 前々回補正出席率 95.00 ％ 

 チキンカレーセット 

＜会長挨拶＞       愛知長久手ロータリークラブ  小谷恒夫 会長 

 

       イギリスの政治家 

マーガレット・サッチャー Margaret Thatcher 

 

生年月日  1925 年 10 月 13 日 

出生地          イギリス、リンカンシャー州グランサム 

没年月日   2013 年 4 月 8 日（満 87 歳没）[1] 

所属政党   保守党 

配偶者   デニス・サッチャー 

公式サイト      Margaret Thatcher Foundation 

 第 71 代首相 

在任期間   1979 年 5 月 4 日 - 1990 年 11 月 28 日 

女王            エリザベス 2 世 

 貴族院議員 

在任期間   1992 年 - 2013 年 

                                              第 13 代保守党党首 

在任期間      1975 年-1990 年                                                                                                                                                                                 

        庶民院議員 

選挙区     フィンチリー選挙区 

在任期間     1959 年 - 1992 年 

愛知長久手ロータリークラブ 
２０１５－２０１６ 

WEEKLY 
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 サッチャー女男爵マーガレット・ヒルダ・サッチャー（Margaret Hilda Thatcher,  Baroness Thatcher, 

LG, OM, PC, FRS、1925 年 10 月 13 日 - 2013 年 4 月 8 日）は、イギリスの政治家、一代貴族。 

イギリス保守党初の女性党首（在任: 1975年 - 1990年）、イギリス初の女性首相（在任: 1979年 - 1990年）。

1992年からは貴族院議員。保守的かつ強硬なその性格から「鉄の女（Iron Lady）」の異名を取った 

生家の家訓であった「質素倹約」「自己責任・自助努力」の精神はサッチャーにも色濃く受け継がれた。

父アルフレッドを非常に尊敬し、サッチャーは「人間として必要なことは全て父から学んだ」と度々口

にした。オックスフォード大学で化学を学び、1947 年に卒業。その後、研究者の道に進み、ライオン

ズ社に就職した研究者時代にアイスクリームに空気を混ぜてかさ増しする方法を研究したことがある。

コロイド化学が専門であり、Langmuir- Blodgett 膜の研究を行っていた時期もある。一方、大学時代に

はフリードリヒ・ハイエクの経済学にも傾倒していた。この頃に培われた経済学に対する思想が、後の

新自由主義（ネオ・リベラリズム／Neoliberalism）的な経済改革（いわゆるサッチャリズム）の源流

になった。 

1979 年の選挙では、20 世紀以後に継続されてきた、高福祉の社会保障政策、社会保障支出の拡大継続

と、経済の規制緩和、水道、電気、ガス、通信、鉄道、航空の民営化によるイギリス経済の競争力強化

を公約に掲げ、保守党を大勝に導く。なお、総選挙の際、2 週間で体重を 9kg 減らすダイエットを実施

していたことが、サッチャー財団の保管していた資料から明らかになっている 

ダイエットの中身は食事のコントロールが主で、卵を 1 日に 4 個から 6 個食べる、肉や穀類を減らす、

好きなウイスキーなどのアルコール飲料は週四日までに制限、間食を絶つといった内容だった 

1982 年には、南大西洋のフォークランド諸島でフォークランド紛争が勃発。アルゼンチン軍のフォー

クランド諸島への侵略に対し、サッチャーは間髪を入れず艦隊、爆撃機をフォークランドへ派遣し、多

数の艦艇を失ったものの2ヶ月の戦闘の結果6月14日にイギリス軍はポート・スタンリーを陥落させ、

アルゼンチン軍を放逐した。サッチャーの強硬な姿勢によるフォークランド奪還は、イギリス国民から

の評価が極めて高い。この際、「人命に代えてでも我が英国領土を守らなければならない。なぜならば

国際法が力の行使に打ち勝たねばならないからである」（領土とは国家そのものであり、その国家なく

しては国民の生命・財産の存在する根拠が失われるという意）と述べた 

＊語録（フォークランド紛争開戦に反対する閣僚たちにむかって）「この内閣に男は一人しかいないの

ですか?」 

2013 年 4 月 8 日、脳卒中のため死去したことが、サッチャー家のスポークスマンより発表された。87

歳没。 

イギリス政府はサッチャーの葬儀を 4 月 17 日にセントポール寺院で、エリザベス女王とエジンバラ公

の参列を賜る準国葬にすると発表した 

首相経験者の葬儀に国王（エリザベス女王）が参列するのは 1965 年に亡くなったウィンストン・チャ

ーチル元首相以来 48 年ぶりである 

サッチャーは新自由主義に基づき、電話・ガス・空港・航空・水道等の国有企業の民営化や規制緩和、

金融システム改革を掲げ、それらを強いリーダーシップで断行。さらに改革の障害になっていた労働組

合の影響力を削ぎ、所得税[29]・法人税[30]の大幅な税率の引き下げを実施。一方、付加価値税（消費税）

は 1979 年に従来の 8%から 15%に引き上げられた 

 

 語録 

 「あなたの旗は赤旗でしょう? わたしの旗はユニオンジャックです」 

 「われわれは核兵器の無い世界ではなく、戦争の無い世界を目指すべきです」 

 「社会というものはありません。あるのは個人と家庭だけです」 
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 「私はコンセンサスというものは、さほど重要なものであるとは思いません。あれは時間の浪費の原因

のようなものですから」 

 「言ってほしいことがあれば、男に頼みなさい。やってほしいことがあれば、女に頼みなさい」 

 

◆祝福  お誕生日おめでとうございます 

 

  

 

 

 

 

 

＜委員会報告＞ 

■ニコボックス■ 

・布垣館長様いつも会場を提供頂きありがとうございます。本日卓話までお願いして申し訳   青山 和成 

ございません。本日も宜しく御願い致します。                                                         

・もう 2 月です！！残すこと今年もあと１１ヶ月！！頑張りましょう！！            丹羽 司一 

・本日もサニー連れて来ました。誕生日祝福ありがとうございます。             伊藤 広治 

・布垣様ようこそおいでくださいました。山田さん、伊藤さんお誕生日おめでとうござい       日野  典子 

  ます。 

・山田さん、伊藤さんお誕生日お目出等ございます。布垣様ようこそおいで頂きました。      大島 昭夫          

・トヨタ博物館館長布垣直昭様いつもお世話になりありがとうございます。本日の卓話     山田 文明 

 よろしくお願い致します。私２月１３日の誕生日に古希を迎えることになります。身体に 

 気をつけてロータリーの例会に出席できるようにしたいです。 

・布垣館長様ようこそおいで下さいました。お話を楽しみにしております。山田さん、       中川 清子 

 伊藤さんお誕生日おめでとうございます。 

・山田さん、伊藤さん誕生日おめでとうございます。布垣館長卓話よろしくお願いします。   林  正俊 

・布垣様本日はよろしくお願いします。                          宮下智香子 

・山田文明さん、伊藤広治さんお誕生日おめでとうございます。               奥野 悦弥 

・本日もどうぞ宜しくお願いいたします。                                                  伊藤  真 

・山田さん、伊藤さんおたんじょうびおめでとうございます。本日も宜しくお願い致します。   神谷 恵理 

・本日もよろしくお願い致します。                                     小谷 恒夫 

         “スポーツの ライン超えは 反則
はんそく

で 一線
いっせん

超え
こ え

Line
ラ イ ン

 友だち不倫  ” 

 

＜幹事報告＞ 

① 下期会費納入につきましては 1月末までになっておりますので、まだお振込みされていない方はよろしく 

お願い致します。 

 

② 本日第 8回理事役員会を行います。理事役員の方は例会終了お集まり下さい。 

 

③ 創立 45周年尾張旭ロータリクラブ（２/１３ 東急ホテル）にお祝い電報送りました。 

 

 

 

 

   

   ２月１３日  山田 文明さん 

   ２月２０日  伊藤 広治さん 
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＜卓 話＞                                     トヨタ博物館館長 布垣 直昭   

「トヨタ博物館の新展示考え方及び社会貢献活動について」 

トヨタ博物館は、本館、新館と合わせて世界の車約 160台を中心に、自動車の誕生以来

の歴史を展示しています。展示品の車は燃料を入れればすべて動くよう管理させていま

す。そして本年 2016年 1月より、長年親しんでいただいた常設展の大幅な見直しに着

手しました。皆様にいっそう車の歴史に親しんでいただけるよう、世界と日本の自動車

産業が絡み合いながら進化してきたさまを、よりわかりやすく伝えていきたいという思いです。  

トヨタ博物館ではこれまで、本館 2階は欧米車、3階は日本車、新館は日本のモータリゼーションの歩みと

いうように、各フロアに分けて展示していたが、2016年 1月 5日にオープンする第 1段階では、自動車黎

明期から 1950年代に至る展示内容を本館 2階に集約。この年代の欧米車と日本車を新たに 8つのゾーンに

分けて紹介し、時代を追って自動車技術の発展やデザインの推移を比較しながら世界の車を一望できるよう

にする。 

 

 

こｋｔ最初のゾーン「自動車の夜明け（黎明期）」では 1/5スケールモデル 4台を追加し、日本における自

動車の始まりを同時代の欧米車とともに紹介。また、6番目のゾーン「流線型時代の到来」ではトヨダ AA

型乗用車とデソート・エアフローを展示し、日本車と欧米車を直接比較できるようにする。 

今後も段階的に展示の改装を進め、一部新車両の追加など内容も充実してまいります。さらに車にかかわる

貴重な書籍やポスターなどの多数のコレクションを、新たに文化展示エリアとして新館 2階にてご紹介して

いく計画です。また当館では様々な関連活動を実施しております。 

 

 

 

年２回の「トヨタ博物館クラシックカー・フェスティバル」の他、収蔵車の走行披露会等も定期的に開催。

より多くの皆様に楽しんでいただきながら、豊かな自動車文化を育んでまいりたいと願っております。また

トヨタ博物館が文化性の物に育てていければいいと思っております。 

 

 

 

 

 

2 月 16 日(火) 2 月 23 日(火) 3 月 1 日(火) 3 月 8 日(火) 

会員卓話 

 

会員卓話 

 

会員卓話 

 

会員卓話 

 

(トヨタ博物館)   (トヨタ博物館) (トヨタ博物館) (華 野) 
 


